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筋分化開始後、360 日目までの拍動する胚様体から単離して得られたヒト iPS 由来心筋細
胞を用いて、電子顕微鏡による超微細構造の検討、リアルタイム定量的 PCR による遺伝子
発現の検討を行った。 
心筋分化誘導開始 8 日目から、胚様体の拍動が見られるようになり、360 日以上拍動を
続けた。360 日目の胚様体拍動数は 30 日目の胚様体と比較して有意に低値で、単離された
ヒト iPS 由来心筋細胞のサイズは 360 日間の培養により有意に増大した。 
超微細構造の検討では、分化誘導開始 14 日目の心筋細胞内には、Z 帯間に挟まれた筋線
維がわずかに存在するのみで、筋線維の配列は錯綜しており、A、H、I、M 帯は認めなかっ




筋細胞において H 帯の形成を認めたが、M 帯は認めなった。360 日目の心筋細胞において初











本研究は、1 年間の長期培養を通じてヒト iPS 由来心筋細胞のサルコメア構造の成熟過










心筋分化誘導開始後 360 日目までの拍動する胚様体から得られたヒト iPS 細胞由来心筋
細胞の超微細構造の検討では、経時的に A、H、I、Z 帯を有する典型的なサルコメア構造を
呈するようになり、360 日目の心筋細胞において初めて、成熟心筋細動において認められ
る M 帯を 7％の心筋細胞内に確認することができた。心筋特異的遺伝子発現の解析では、
経時的に M 帯構成遺伝子、心筋サルコメア関連遺伝子発現が増加しており、心筋成熟化を
示唆する所見と考えられた。 
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